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第３章 フィリピンにおける事前調整・招聘準備調査の概要 

 

３．１  フィリピンにおける事前調整・招聘準備調査の概要 

 

（１）概要 

① 期間  

2019 年 7 月 29 日（月） - 8 月 11 日（日） （一部の参加者は、少し短い） 

② 参加者 

・実行委員 

石山祐二（一般社団法人北海道建築技術協会会長、北海道大学名誉教授） 

楢府龍雄（一般社団法人北海道建築技術協会会員、（独）国際協力機構） 

・支援委員会委員 

前島彩子（明海大学）（一部参加） 

北原英明（㈱タイガーマシン製作所）（一部参加） 

③ 日程：下表参照 

④ 本調査の趣旨、目的、概要 

・昨年度のキックオフセミナー、関係機関との意見交換を踏まえて、関係機関に対して、今年

度の活動計画の概要（主要な活動：フィリピン要人の日本への招聘・視察の実施、活動成果

の広報のための現地セミナーの開催）の説明を行うとともに、日本への招聘者の選定、実施

時期などの調整を行う。併せて、昨年度、時間的な制約などから訪問できなかった下記の関

係機関との意見交換、工場などの視察を行った。 

⑤ 活動による主要な合意事項 

・日本への招聘：2019 年 10 月 17 日（木）-24 日（木） 

・現地セミナー：ASEP の大規模会合（11 月 14 日（木）―16 日（土））に合わせて、10 月 16 日

（土）午前中に、セミナー、午後にコアメンバー検討会を開催し、併せて、翌 18 日からの週に

おいて、DPWH 向け、フィリピン商工会議所会員向けのセミナーの開催を検討する。（想定出

張日程：11 月 14 日（木）-21 日（木）。追加調査実施者は、11 月 23 日（土）までを想定） 

・招聘者（7 名） 

-公共事業道路省（DPWH） 

-国家住宅庁（NHA） 

-フィリピン構造技術者協会（ASEP） 

-フィリピン商工会議所（PCCI） 

-ブロックメーカー：ジャックビルト社及びアライド社 

-建設業・材料流通業者：イクイップメント・エンジニアリング社（EE 社） 

・自費での参加検討（追加を含む） 

-フィリピン構造技術者協会（ASEP） 
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-フィリピン商工会議所（PCCI） 

-ブロックメーカー：スマートメーソンリー社 

-国際 NGO：ハビタットフォーヒュマニティ 

・日本企業、関係機関への参加案内を合わせて行う。 

・組織内手続き、ビザ申請が必要な者がいるので、できるだけ早く日程を確定し、それを付記

した招聘状を、会長のサイン付きで送る。 

・追って、所要経費見込みをつけて（旅行代理店の選定、見積書の提出を求めて）、自費参

加者にも招聘状を送る。 

 

（２）主要な成果 

① 今年度の主要活動について 

・今年度の主要活動である、現地向けの合理的な改善工法の提案、その経済性の分析の意

義、必要性などについての同意を得ることができた。 

・今後の制度的な取り組みとして、以下の点があることが確認できた。 

 

・CHB についての材料規格（Philippine National Standard）の改訂 

・DPWH の標準仕様書の改訂（現行のもの（高速道路、橋梁、空港編）の充実） 

・NHA の AITECH の申請 

・NSCP 第３巻の策定への協力（当面は、CHB のマニュアル的なものを想定） 

・モデル住宅の建設（NHA/AITECH 関連で、NHA プロジェクト敷地内に低所得向け、

日系企業による高所得層向け分譲住宅）：JICA の補助制度の申請を検討 

・フィリピンの業界団体つくり：DRI（Department of Trade and Industry、Bureau of 

Product Standards）へ相談 

 

② 日本への招聘 

・前述のとおり、各機関から前向きな回答を得られた。民間機関等からは、自費での参加、追

加参加を検討したい旨の要望があり、受け入れる方向で回答した。（DPWH、NHA からは、増

員要望があったが困難な旨を回答。自費での追加参加の検討をいただいたが、残念ながら

断念。） 

③ フィリピン商工会議所のセミナー（今回出張時の 8 月 2 日（金）） 

・今回、フィリピン商工会議所（PCCI Philippine Chamber of Commerce and Industry）の事務

局の計らいで、同会の通称建設部会のメンバーを対象とした小規模セミナー（参加約 40 名）

を開催できた。同会では活発な意見交換が行われ、強い関心が示されたことから、10 月の日

本への招聘への参加要請をし、快諾を得た。（自費での追加参加を検討） 

④ 今年度の現地セミナー 

・フィリピン構造技術者協会から、同協会の大規模イベント（3 日間、400-500 人参加）の枠内
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でセミナー、コアメンバー検討会を行うことの提案があり、対応する方向で検討を進めることと

した。 

・昨年度の経験から、セミナー主催機関以外からの参加は、フィリピンの社会慣習上難しく、

また、それぞれの関心事項が異なっていることが把握できたことから、今年度は、フィリピン構

造技術者協会、フィリピン商工会議所、公共事業道路省・国家住宅庁の主催の 3 回のセミナ

ーを開催する方向で検討する。 

⑤ 現地ブロックメーカー 

・昨年度コンタクトできたアライド社に加えて、ジャックビルト社、スマートメーソンリー社、日系

メーカーと連絡を取ることができ、それぞれ工場の見学、意見交換などを実施することができ

た。いずれも相応の技術力を有し、フィリピンのブロックの品質に強い危機感と改善の意欲を

有していることが確認できた。 

⑥ 国際 NGO 

・昨年度実現できなかった、草の根レベルで住宅、防災対策を行っている国際 NGO である、

Habitat for Humanity と Build Change を訪問して、情報共有、意見交換ができた。本プロジェ

クトに強い関心を示し、連携することで合意した。（うち前者の組織は自費での招聘参加を検

討） 

⑦ 今後の課題 

・日系企業の巻き込み（日本・フィリピン商工会へのアクセスなど） 

・製品規格（PNS Philippine National Standard）を所管の DTI（通商産業省）のヒアリング 

・職業訓練、技能習得分野（フィリピンの TESDA、日本の技能実習制度など） 

・世銀、ADB など国際機関との情報共有 

 

（３）調査結果 

・各組織、機関との議事録を参照 
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活動内容 備考

7月 29日 （月） 午前 移動（日本-フィリピン・マニラ）

30日 （火） 午前
国家住宅庁（National Housing Authority）訪問、今年度の活動計画及

び日本への招聘の説明、NHA敷地内の試作住宅の視察

午後

フィリピン大学土木工学研究所（Institute of Civil Engineering）

Beneto Pacheco教授打ち合わせ

フィリピン地震火山研究所（PHIVOLCS）今年度活動計画説明、意見

交換

31日 （水） 午前 JICAフィリピン事務所打合せ（今年度の活動計画、日本への招聘の説
明、JICA中小企業支援制度について）

午後

公共事業道路省（DPWH）打合せ、今年度の活動計画及び日本への招

聘の説明、意見交換

日系デベロッパー・フィリイピンCHBメーカー（スマートメーソン

リー）打ち合わせ

8月 1日 （木） 午前
ASEP （フィリピン構造技術者協会）打ち合わせ（今年度の活動計画

及び日本への招聘の説明、NSCP第3巻、フィリピン規格について）

午後

8/2（金）のフィリピン商工会議所（PCCI）建設部会セミナーについ

ての打ち合わせ（前島委員到着、プレゼン内容、説明の順番など）

展示用の日本製ブロックの確認、ビデオ映像の確認

（金） 午前 フィリピン商工会議所（PCCI）建設部会セミナー

午後

大規模住宅プロジェクトを実施中の日本の商社と情報共有

ビルドチェンジ（地震防災対策を中心にした住宅対策を行っている国

際NGO）との情報共有

3日 （土） 終日 日系ブロックメーカー視察、意見交換

4日 （日） 終日 ヒアリング議事録作成、資料整理など

5日 （月） 午前

国家住宅庁（National Housing Authority）訪問、招聘者決定、招聘関

係の打ち合わせ、NHA認証制度（AITECHについて質疑応答）、NHA

敷地内試作住宅視察

午後
EE社訪問、招聘等説明

公共事業道路省からの留学予定技術者と情報共有

6日 （火） 午前
アライド社（大規模ブロックメーカー）の工場、近隣の小規模ブロッ

クメーカー

午後 大規模戸建て住宅建設現場の視察

7日 （水） 午前
ハビタットフォーヒュマニティ（住宅困窮者対策を行っている国際

NGO）打ち合わせ

午後
公共事業道路省（DPWH）打合せ、招聘者の決定、招聘手続きの打ち

合わせ

8日 （木） 午前 スマートメーソンリー社訪問、工場など見学

午後 スマートメーソンリー社訪問、工場など見学

9日 （金） 午前 ジャックビルト社訪問、工場など見学

午後 ジャックビルト社訪問、工場など見学

10日 （土） 午前 資料整理、報告書作成

午後 マカティ大規模マンション見学（Shang Rise）

11日 （日）   移動（フィリピン・マニラー日本）

日時

2日
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３．２  NHA（National Housing Authority）との第 1 回打ち合わせ  

 

（１）日時：2019 年 7 月 30 日（火） 
9:30－11：30 情報交換 

11:30－12:00 敷地内の試作住宅の視察   

 

（２）場所：NHA（ケソン市） 
2nd Floor, HTREX Building, NHA Main Compound, Elliptical Road, Diliman 

Quezon City 

 

（３）参加者： 

NHA：Ma.(Maria) Nelia C. Ambrosio(Principal Architect),  

Eduardo S.J. Herrera (Office-in-Charge, Housing Technology and 

Technical  

Research Department (HTTRD), Housing Support Service Group) 

Lady Fatima S. Cruz(Senior Architect) 

Abigail Ann A. Cadores (HTTRD)   

 

北海道建築技術協会：石山祐二、楢府龍雄 

 

（４）資料 
① 日本側からの提供・説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses 

“Concrete Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィ

リピン向けコンクリートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines 

（フィリピン要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the 

Philippines （フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提

案） 

エ 日本語のマニュアル（ブロック工業会の技能士養成講座テキスト） 

 

② 相手方からの入手資料 
・Design manual: Guideline on One-story dwelling unit 
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（５）内容 
・①により、プロジェクトの経緯、2018 年度の活動概要、2019 年度の活動概要について説明。

日本の CHB が、地震、津波にほとんど無被害だったことに驚きの様子。 
・RC 柱無しのイラストに関心。③について詳細を説明。ブロックの種類（役物）、隅角部、ゲーブ

ル壁の収まり、設計寸法とブロックの割り付け（モジュラーコーディネーション）などについて、

次々質問。横筋用ブロック、隅用ブロックなどについて、④のイラストにより説明。（④を参考に提

供） 

・②により、予定している日本の視察について説明。大変乗り気。どのクラスを想定しているかと

いう質問。指導的立場で、次に NHA にこの技術を導入するについて、トップに提案でき、同僚

に説明できる者と回答。） 

・上司と相談して、派遣の候補を考える。NHA の費用負担で、追加の派遣は受け入れられるか

質問。日本‐フィリピン間の交通費のみフィリピン負担で、国内分は日本負担を期待している。

日本での所要費用の見積もりを知らせて、フィリピン側で予算手当できるかどうかを検討する。

（自前の職員向け研修予算を持っているのでその充当を想定） 

・次回の訪問のアポ：8/5（月）、時間は他のアポの時間が固まり次第、連絡する。 

・試作住宅の視察：NHA 構内に 10 棟ほどの試作住宅が建設。軽量鉄骨が多い。韓国の４戸１

棟、コンテナの転用（災害時の応急住宅など。台風ヨランダの際には、島で資材がなく、大変、

困ったため開発。）など多種多様。技術的には、10 程度の省庁などの機関による協議会に提案

して認められれば使えるとのこと。 

  

（６）参考情報 
＊NHA: National Housing Authority 

http://www.nha.gov.ph/ 

 

  

写真 3-2-1 NHA 本部の建物              写真 3-2-2 打ち合わせ参加者の集合写真  
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写真 3-2-3 打ち合わせの様子。技術的に細  写真 3-2-4 敷地内の 10 棟ほどの試作住宅 

かい点についても多くの質疑応答があった。 

 

  

写真 3-2-5 CHB の試作品            写真 3-2-6 軽量鉄骨造の試作住宅 

 

   

写真 3-2-7 韓国の支援による４戸１棟の住宅 写真 3-2-8 コンテナ利用の試作住宅 

 

（作成：楢府） 
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３．３  フィリピン大学 パチェコ教授との打ち合わせ  

 

（１）日時：2019 年 7 月 30 日（火）14：00－15：30  
   

（２）場所：フィリピン大学 Institute of Civil Engineering (Tavera Street) 

Quezon City 
 

（３）参加者： 
フィリピン大学 Benito M. Pacheco 教授 

北海道建築技術協会：石山、楢府 

 

（４）資料 
① 日本側からの提供・説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses 

“Concrete Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィ

リピン向けコンクリートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines 

（フィリピン要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the 

Philippines （フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提

案） 

 

② 相手方からの入手資料 
・特になし 

 

（５）内容 
 ①、②、③により、プロジェクトの経緯、2018 年度の活動概要、2019 年度の活動概要につ

いて説明。 

 フィリピンの CHB が、深刻な問題であることは十分認識。今回のプロジェクトの意義を評価。

いろいろアドバイスを貰う。 

 DPWH、NHA などの政府系の建物は数が少なく、民間建物への普及を重視すべき。

Subdivision and Housing Developer Association（SHDA）が、戸建て中心の開発デ

ベロッパーの団体なので、そこに今日の資料の電子データを貰い、それを送って関心があ

るかどうか打診してみる。 

 柱無しの工法の実施：NHA のプロジェクト単位での認証制度があるので、それが取れれば

実施可能になる。 
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写真 3-3-1 フィリピン大学 Institute of        写真 3-3-2 パチェコ教授との打ち合わせの状況 

Civil Engineering  

  

（６）参考情報 
＊フィリピン建築基準（National Building Code of the Philippines NBCP）の改訂 

・世銀支援により NBCP の改定案ができたが、国会での審議が進まず、法改正の目途は立

たない状況。 

・主要な改訂点 

‐住宅に対する規制制度の適用 

‐建築許可手続きの簡素化 

‐災害に対する対応の充実 

‐既存ビルのチェック 

‐罰則の強化 

 

（作成：楢府） 
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３．４  PHIVOLCS（The Philippine Institute of Volcanology and Seismology）

との打ち合わせ 
 

（１）日時：2019 年 7 月 30 日（火）16：00－17：00 
 

（２）場所：PHIVOLCS（ケソン市） 
C.P Garcia Ave., U.P. Diliman, Quezon City Philippines 1101 

 

（３）参加者： 
PHIVOLCS： 

Dr. Renato Sulidum, Jr (Undersecretary for DRR-CC/OIC-PHIVOLCS) 

挨拶のみ 

Ishmael C. Narag （Officer-in-charge,  Earthquake Prediction Division(SOEPD), 

Angelito Lanuza (Supervising Science Research Specialist) 

北海道建築技術協会：石山祐二、楢府龍雄 

 

（４）資料 
① 日本側からの提供・説明資料 

・Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses 

“Concrete Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィリピン

向けコンクリートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

② 相手方からの入手資料 
・特になし 

 

（５）内容： 
 北海道建築技術協会から、①により今年度の活動を説明。11－12 月の現地セミナーへの

参加を要請。 

 PHIVOLCS より、下記のブロック造に関するこれまでの活動の延長の希望が示されたが、

今回のプロジェクトでは直接的にはできないことを説明。 

・フィリピン型コンクリートブロック造庶民住宅の実大振動台実験をつくばの防災科研にて

実施。 

・庶民住宅の一般的工法であるコンクリートブロック造に焦点をあて、簡易耐震診断ツール

の開発「How Safe is My House?」を行った。 

 日本のブロック造開発の歴史、強靭性などについて、Ishmael 氏は十分な認識を持って

いないことが判明。改めて関心を持ってもらうことができた。今後とも、本件に関して、助言

や関係者への情報提供などに協力してくれるように要請。 
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（６）参考情報 
＊PHILVOCS: The Philippine Institute of Volcanology and Seismology 

https://www.phivolcs.dost.gov.ph/# 

 

（作成：楢府） 
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３．５  JICA フィリピン事務所打ち合わせ 

 

（１）日時：2019 年 7 月 31 日（水）10：15－12：00 

 

（２）場所：JICA フィリピン事務所会議室（マカティ） 

40th Floor, Yuchengco Tower, RCBC Plaza 6819 Ayala Avenue, Makati City 

     

（３）参加者： 

JICA フィリピン事務所：大島歩次長 

井上えりか企画調査員（防災分野担当） 

獅倉浩企画調査員（中小企業支援担当） 

北海道建築技術協会：石山祐二、楢府龍雄  

 

（４）資料 

① 日本側からの提供・説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses 

“Concrete Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィリピ

ン向けコンクリートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines  

（フィリピン要人の日本招聘の概要） 

 

② 相手方からの入手資料 

・特になし 

 

（５）内容 

 井上企画調査員から、JICA 草の根技術協力を開始した山口大 白石さんに本件の情

報提供をしたところ、強い関心を示したとのこと。 

 当方から、ボホール島の名古屋工業大学の関係者とコンタクトしていることを報告。

JICA プロジェクトは終了しているが、大学の協定書により活動を継続しているとのこと。 

 JICA の留学制度で、DPWH の 2 年間の留学生（Quero Riego）が近々出発。住宅をテ

ーマにしたいとのことで、本件の情報提供。情報共有を期待しているとのことで、面談

の段取りを依頼。  

 北海道建築技術協会から、①、②により、今年度の活動概要を説明。 

 JICA の中小企業支援制度の申請を視野に入れている旨の説明。 

 JICA 借款案件の道路等の移転で NHA に代替住宅建設を依頼しているとのこと。その

工法として活用の可能性がありそう。 
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 政府関係者は、視察時の真剣さが十分でない場合あり。アクションプランを作成して発

表してもらうなどの条件を付けるのも一案。 

 フィリピン人へのプレゼンの場合の留意事項：簡単な内容も省略せず、明確に説明す

ることが必要 

 シャンライズ（SHANG Rise マカティ消防署近くの大規模マンション）で内装にブロックを

見せるデザインがある。参考になるかもしれないので見学にいくとよい。 

 

（６）参考情報 

① JICA の中小企業支援の制度 

・下図のようなメニューがある。 

・実際にビジネス展開を検討している企業が、その可能性を探る活動を支援するもの。

（今回、支援を得ている国交省の補助制度は、特定企業ではなく、日本の有する優れた

技術を相手国に周知させることにより、日本企業が進出しやすい環境を整備するもので

あることが、大きく異なる。）https://www.jica.go.jp/priv_partner/activities/index.html  

・形式としては、選定された企業に対して JICA が調査を委託する形で実施。 
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② JICA 草の根技術協力制

度 

・国際協力の意志のある日本

の NGO/CSO、地方自治体、

大学、民間企業等の団体が、

これまでの活動を通じて蓄積し

た知見や経験に基づいて提案

する国際協力活動を、JICA が

提案団体に業務委託して JICA

と団体の協力関係のもとに実

施する共同事業。 

・事業の実施にあたっては、

JICA と NGO 等（事業実施団体）

との間で業務委託契約書を締

結し、JICA が NGO 等に事業を

委託する形で実施。JICA が委

託した業務の完了を確認したう

えで、業務の報酬として契約金

額を支払う制度であり、他団体

による NGO などに対する助成

金や補助金とは性格が大きく

異なる。 

・事業規模、実施主体のタイプ

等により、①草の根パートナー

型、②草の根協力支援型、③

地域提案型がある。 

https://www.jica.go.jp/partn

er/kusanone/index.html  

 

③ SATREPS 

・地球規模課題対応国際科

学 技 術 協 力 プ ロ グ ラ ム

（ SATREPS  Science and 

Technology Research 

Partnership for Sustainable Development）は、開発途上国への技術協力を担う JICA と、

大学等国内研究機関への研究支援を行う国立研究開発法人科学技術振興機構（以下、
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「JST」という。）及び国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下、「AMED」という。）

が連携して事業を実施。 

・プロジェクトは、JST/AMED による公募にて選定された我が国の大学その他の研究機

関の申請者（日本側研究代表者）が所属する機関（以下、「日本側研究代表者所属機関」

という。）と JICA が連携し、ODA 技術協力プロジェクトの枠組みにより共同で実施。 

・対象分野は、①環境・エネルギー分野、②生物資源分野、③防災分野、④感染症分

野。 
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④ TESDA (The Technical Education and Skills Development Authority) 

https://www.tesda.gov.ph/  

・「共和国法 法令 No. 7796」によって設立された。 この法令は国民の産業、労働、地

方政府の組織や専門学校の技術向上により関わることを促進するためにあり、大統領フ

ィデル・ラモスにより 1994 年 8 月 25 日に認められる。  

・国の人的資源と青年議会 (NMYC)と労働と雇用局 (DOLE)の合併である。 専門的技

術教育省 (BTVE)と教育とスポーツ文化省 (DECS), そして 地方雇用機関 (BLE)とが 

TESDA を生んだ。 

・実施機関による技術向上プログラムなどを審査、評価する機関である。対象は、中級以

上のマンパワーの改善であり、一定以上のレベルがあるかを調査、審査する。これらに関

する信頼できるシステムや技術教育と技術向上のためのプログラムや計画つくり、トレー

ニング計画への協力などを行う。  

・地方政府と連携して、研修プログラムの再構築、産業や雇用者へのトレーニング、技術

向上計画を支援する。 

・組織：下図 

・主要業務  

技術関係の教育方法に関する技術開発の国家計画作成 

技術関係の教育方法に関する研究開発計画作成 

フィリピン技術系職業訓練システム 

フィリピン技術系職業訓練の将来展望作成 

労働市場調査報告 

技術系職業教育訓練のリスト 

技術系職業教育訓練の統計作成 
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（作成：楢府） 
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３．６  公共事業道路省設計局（DPWH）幹部との意見交換  
 

（１）日時：2019 年 7 月 31 日（水）13：00－14：45 
 

（２）場所：公共事業道路省本部 4 階設計局会議室（マニラ市）    
DPWH Central Office, Bonifacio Drive, Port Area, 1018 Manila 

 

（３）参加者： 
フィリピン公共事業道路省（DPWH Department of Public Works and Highways） 

設計局副局長 Edwin Matanguihan  

Darren Apolinar 

Kathrine Anne C. Macoy 

Josephine Isturis 

Edgardo Garces 

Geraldo Macalinao  

北海道建築技術協会関係者 石山祐二、楢府龍雄 

 

（４）資料 
① 日本側からの説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses 

“Concrete Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィ

リピン向けコンクリートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines 

（フィリピン要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for 

thePhilippines（フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の

提案） 

エ 日本語のマニュアル（ブロック工業会の技能士養成講座テキスト） 

 

② 相手方からの入手資料 
・公共事業省仕様書（通称ブルーブック）（道路等用だが、土工事などは共通なので建築工

事にも活用しているとのこと。現在、建築用の出版予定は明確とはなっていない。（建築工事

の量が多くないことが理由の一つ）） 購入しようとしたが、売り切れとのこと。表紙、目次の写

真を撮影。 
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（５）議事次第 
・北海道建築技術協会から、資料①、②、③により説明。 

・資料③について、空洞部分へのモルタル充填の節減（鉄筋設置部分のみ充填）、目地モルタ

ルの適正化（現行３㎝から日本レベルの 1cm へ）、仕上げの省略・ブロック面の露出により、ブロ

ックの良質化のコスト増をカバーし、トータルの建設コスト節減ができるのではないかと考えて、

作業中と説明。これに強い関心。特に、校舎建築に適用できそうとのコメント（何階まで可能かと

の質問。日本では 3 階までと回答）。ブロックの種類（横筋用、隅用など）についての質問。その

他、技術的な内容について、質問多数。 

・特に、鉛直の RC 部材の必要性の有無、梁の必要性の有無、スラブの構造などについて質問。

手持ち PPT、④などを使って説明。④を提供。 

・ASEP、構造基準との関係について質問。ASEP とは長年共同研究を実施。今回の活動につ

いてもASEPは強い関心を持っており、③の改善提案は共同作業として作成を予定。明日、8/1

に幹部メンバーと検討会を予定。 

・招聘：対象機関 6 機関から各 1 名を想定。DPWH は建築技術の中心的機関で、構造基準、

仕様書などを作成し、公共建物を設計、建設している重要機関なので多くの参加者を認めてほ

しいとの要望。予算の制約で各機関 1 名としている、自費での追加参加は歓迎する、その場合

の費用は、概ね下記のとおりと説明。検討を依頼。 

Flight（Manila-Tokyo）：＄1,000 

hotel charge: $150 x 7 nights = $1,050    

flights (Tokyo-Okinawa, Okinawa-Hokkaido, Hokkaido-Tokyo): total $700 

transportation from and to airports $15 x 6 times= $90 

・今回のフィリピン滞在中に再度訪問して、派遣者の検討状況の説明を受けることとした。日程

は、Darren 技師とメールで調整。 

・建築行政関係 

-構造基準作成への DWH の関与：省としての指定の前に、案段階で事前協議を行っており、

内容についても関与している。 

-以前は、地方政府による建築許可発出について担当する体制がなかったが、2013 年？に

大幅に組織強化を行い、地方政府への指導を強化している。しかしながら、現時点では、指

導の徹底は不十分で、指導しきれていない。（指示に従わないところもまだ残っている） 

・現在、設計局長が異動し、副局長が局の実質的なトップとなっている。(8/7 の再訪時、空室と

なっている局長室で打ち合わせ) 
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写真 3-6-1 DPWH のオフィスビル        写真 3-6-2 DPWH 設計局（Bureau of Design） 

の組織図 

 

  

写真 3-6-3 打ち合わせの状況           写真 3-6-4 DPWH 側参加者。右端が、設計局 

副局長 Edwin Matanguihan 氏 

 

写真 3-6-5 DPWH の高速道路、橋梁、 

空港用の標準仕様書表紙 
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（６）参考情報   
① フィリピンの建築基準、構造基準の概要 
フィリピン建築基準（NBCP: National Building Code of the Philippines 現行基準は、

Presidential Decree No.1096,1977 年）は、主に法令の施行、許可等の手続きと、概括的規定を

主に定めており、詳細な技術基準はそれぞれの分野の専門家団体が定める基準の役割が大きい。

構造関係は、フィリピン構造技術者協会が作成したフィリピン構造基準が、公共事業道路省により、

参照すべき基準（referral code）として認定されており、フィリピン構造技術者協会発行のフィリピ

ン構造基準には、公共事業道路省次官補／国家建築基準検討委員会議長（Chairman, 

National Building Code Review Committee）による、同基準をフィリピン建築基準の参照基準

として認める旨の公文書が収録されている。 

同基準の第７章が組積造（Masonry）について規定しているが、構造計算を行う中高層ビルを

想定していると思われる。また、同基準には、家族用住宅、ローコスト住宅については、

NSCP2010 第 3 巻の関係規定を参照することとされているが、現時点では第３巻はまだ作成され

ていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（作成：楢府） 
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３．７  日系デベロッパーA 社、Smart Masonry 社との打ち合わせ 
 

（１）日時：2019 年 7 月 31 日（水）16:15－18：00 情報交換 
                   

（２）場所：日系デベロッパーA 社の会議室（マカティ市）  
 

（３）参加者： 
日系デベロッパーA社 

General Manager  

Technical Manager  

Smart Masonry 社 

Chairman & CEO Danilo M. Relucio 

Marketing and R&D Director Dan Benedict M. Relucio（CEO の子）  

北海道建築技術協会：石山祐二、楢府龍雄 

 

（４）資料 
① 日本側からの提供・説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses 

“Concrete Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィ

リピン向けコンクリートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines 

（フィリピン要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the 

Philippines （フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提

案） 

 

② 相手方からの入手資料 
・Smart Masonry （全充填型ブロック造の説明パンフレット A4 裏表） 

・U-Stucco（新たなスタッコ風壁仕上げ材の説明パンフレット A4 版 4 面） 

 

（５）内容 

 ①、②、③により、プロジェクトの経緯、2018 年度の活動概要、2019 年度の活動概要につ

いて説明。 

 A 社のその後の進捗状況の説明 

・マニラの南方の郊外にまとまった用地を取得。商業開発と住宅地（1,000 戸規模）に区

分。 
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・住宅地のコンセプトデザインをやってもらえるネームバリューのある建築家、大学の先生

で適任を知っていれば紹介してほしいとのこと。 

 スマートメーソンリー社 

・スマートメーソンリーグループ https://smartmasonry.com.ph/  

・ビデオ映像で説明。 

・5 つの会社。主要な製品：全充填型ブロック、仕上げ材（U-Stucco）。 

・ブロック造は、1990 年にオーストリアで開発された工法。同社は 2007 年に導入して、

特許取得し、生産。 

・アヤラの AMAIA ブランドの住宅（中所得層向け）などに多くの実績あり。経緯は、2 社

のゼネコンに発注していたが、工期の遅れがあり、その穴埋めに招かれ、いい結果を出

したのでその後継続。 

・2 段分のコーナー部の実物を用意し、組み立て、プラスチック製ジョイント（Alignment 

key）設置などを実演。 

・ブロック強度は、550-3000psi。 

・空目地。非熟練工によるブロック積で、技術者が傾きを検査し、プラスチックチップをブ

ロック間に噛み合わせることにより調整。フィリピンでは建設労働者は技能レベルが期待

できないので、非技能工でも積める工法を選択。ボランティア、住民が積むことも想定。 

・スラブ：現場打、PC、スチールデッキ・現場打など適宜。 

・NHA の AITECH 認証制度を取得済。 

・本社工場は、パンパンガ（マニラ北方の郊外）。 

・他にモバイルプラントを２機所有。４０フィートコンテナに収納できるサイズで、移動させ

て稼働。機械は韓国製。現在、２５機追加購入予定。１機 700～800 万ペソ程度（約

1700 万円）。中国製を予定。以前、展示会で日本企業（桂、タイガー、ホーエイ？）にも

打診したが値段が合わなかった。 

・採用できそうな技術、企業を探すため、各国の展示会などに参加している。今回の日本

の視察に 2 名、自費参加したい。 

・工場も是非に見来てほしい。 
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写真 3-7-1 打ち合わせの状況          写真 3-7-2 左から、日系デベロッパー、石山、 

楢府、Danilo M.Relucio、Dan Benedict 

M. Relucio、日系デベロッパーの各氏 

  

（６）参考情報 
※スマートメーソンリーグループ https://smartmasonry.com.ph/  

 

（作成：楢府） 
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３．８  フィリピン構造技術者協会との打ち合わせ  
 

（１）日時：2019 年 8 月 1 日（木）10：00－13：30 
 

（２）場所：スポーツセンター会議室（マカティ市） 
Metroclub , Estrella St. Makati 

 

（３）参加者： 
（フィリピン側）ASEP：Association of Structural Engineers of the Philippines 

（フィリピン構造技術者協会） 

Ronald S. Ison (President of ASEP)  

Ariel P. Santos (Member of ASEP) 

Miriam L. Tamayo (Member of ASEP)  

Adam C. Abirales (Member of ASEP) 

Dahilo A. Domingo (Member of ASEP) 

Francisco G. Balagtas (JackBilt)、フランシス 

他：秘書の女性 3 名 

（日本側） 

石山祐二（HoBEA）、楢府龍雄（JICA）、前島彩子（明海大学） 

 

（４）議事概要 
（日本での研修） 

・日本での研修の内容を示したところ、積極的な反応があった。参加予定者の都合により日程の

候補は①10 月 27 日（日）～11 月 3 日（日）、②10 月 17 日（木）～10 月 24 日（木）となった。 

・ASEP から 1 名と BackBilt（ジャックビルト）社から 1 名の他に自費で参加したいとの申し出も

あった。 

・招聘状は必ずしも必要ではないが、あった方がベター。参加想定者は、日本のビザを持って

いる。 

（新補強 CHB 造の提案） 

・新補強ブロックの指針（案）を説明したところ、協議の上 ASEP の指針として提案できるであろう

とのことであった。 

・指針（案）を ASEP のメンバーに送り、コメントをもらうことになった。 

・指針の中に入っている地震に対して必要な各階の壁率を説明したところ、その根拠となる日本

語の資料の英語版を欲しいとのことで、後日、英訳し送ることにした。 

・柱のない CHB 造の指針は ASEP としても必要で、将来作成すべき NSCP の Vol.3（小規模

住宅用の基準）に含めることも可能である。 
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・フィリピンでは柱がないと構造的に弱いのではとの印象を持っている人が多いので、柱のない

CHB 造が素直に受け入れられるとは限らない。 

（脆弱な CHB に対して） 

・Backyard factory による脆弱な CHB による構造に対しては、UNESCO で出版したノンエン

ジニアドのガイドラインの中にあるインドネシアで用いたポスターを示したところ、拘束のない

CHB についてフィリピンで同様なポスターを作成することを考えたいとの話があった。 

 

 

写真 3-8-1 ASEP メンバーとの打ち合わせ 

 

写真 3-8-2 打ち合わせに参加した ASEP と日本側のメンバー 
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３．９  PCCI（フィリピン商工会議所 Philippine Chamber of Commerce and 
Industry）建設部会メンバーとの打ち合わせ 

 

（１）日時：2019 年 8 月 2 日（金）9:00－12：00 豪雨のため遅延者が多く、開始は 9:20 
                  

（２）場所：PCCI ビル３F B.A. Securities Hall（タギグ市） 
Campus Avenue, corner Park Avenue, Mackinley Town center, Fort Bonifacio,  

Taguig, 1634 Metro Manila 

 

（３）参加者： 
PCCI：Renato G. Simbulan （PCCI 通称建設部会長 公式名称 Chamber and 

Industry Association Development（会議所・産業界の連携形成）担当理事（Director）） 

以下、同部会 33 名（添付の参加者参照）   

事務局 2 名 

北海道建築技術協会：石山祐二、前島彩子、楢府龍雄 

JICA フィリピン事務所：獅倉 

 

（４）資料 
① 日本側からの提供・説明資料 

ア 次第（Meeting on Safer Concrete Block Technology with Hokkaido Building 

Engineering Association (HoBEA)（日本側からの資料に PCCI が追記して作成） 

 

② 相手方からの入手資料 
・なし（PCCI ウエブサイトには、組織、活動の概要紹介あり。日本の商工会議所にあたる、同

国の代表的な企業が参加している経済団体） 

http://philippinechamber.com/ 

 

（５）内容 
 別添の次第に従い、①プロジェクトの背景、概要（石山）、②フィリピンブロック造の脆弱性

（楢府）、③日本の CHB 技術の概要（前島）、④フィリピンのブロック積作業、日本のブロッ

ク積作業、ブロック製造プロセスのビデオ放映、⑤今年度の活動概要（楢府）、⑥フィリピン

向け工法改善の提案（石山）を説明。 

 質疑応答は、大変熱心。建築家、技術者の知識は限られており、それらの質問にフィリピン

側メーカー（PCCI 建設部会長他数社）が答え、意見交換することも度々。 

 主要なやり取り 

・フィリピンにはブロックの製品のスタンダードがない。（議事録作成者の注： 
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NSCP 第 7 章メーソンリーでは、アメリカの基準に従うように記載）JackBilt 社では、自前

で基準を作成してそれによっている。（圧縮強度 700psi 以上など）基準は、フィリピン社

会にとって必要であり是非作りたい。 

・フィリピンでは技術者のブロックに対する関心が薄い。 

・ブロック自体は、市場で不足気味で、複数のメーカーから購入せざるをえない状況があ

る。 

・骨材が不足気味。パンパンガではここ数年で骨材が 2 倍に値上がり。 

・ブロックの市場価格は、一般品で 12-13 ペソ／個（30 円程度）。良質のものは、2 倍くら

い。 

・マニラの高層ビルでも間仕切りなどにブロックを使っている。 

・NHA は、ブロックの質が悪いので軽量鉄骨造などもやっている。 

・地方では、質の良いブロックは製造されておらず、入手が困難。 

・ブロックの品質以外に、安全性向上のためには、技術者の知見の改善、職人の技能も

課題。 

 日本の工法について 

・こうしたやりやすい工法はメーカーにとってありがたい。 

・梁無しでのよいか？ RC スラブがあればよい。 

・ブロックの種類：通常ブロック、横筋用ブロック、端用ブロックの 3 種が必要。 

・仕上げなしでやれば、仕上げコストの節減と工期短縮の効果が期待できる。 

・部分充填を可とするためには、基準が必要。 

・耐用年数、償却期間：実際には、日本で 1950 年代に建設されたものも構造的には問題

ない。公的賃貸住宅の家賃算定や税法上の償却期間は、それぞれの制度で、30 年ある

いは 35 年などと設定されているが、あくまでそれぞれの制度上の値。 

 地方での供給の可能性 

・Jackbilt 社より回答、1000psi 程度は、廉価な中国製の簡易な機械で製造が可能。 

・骨材の形状も強度に大きな影響。 

 建設部会長によるまとめ 

・フィリピンは地震、津波などの災害があり、安全性が重要。 

・PCCI の役割は、ビジネスがうまくいくような取り組み以外に、安全性など社会への貢献も

重要。ブロックの強度改善のためには、締固めとセメント量がポイント。DPWH は、強度試

験を求めるようにしている。 

・これは重要な課題なので、まず取り組むという姿勢が必要。経済的な分析、技術的な細

かい点は、取り組みを進めながらやればよい。その場合、国際的な方向性に合致している

ことが重要。 

・細かい点の議論のために、次回は分科会的なやり方も考えられる。 

 JICA フィリピン事務所からのアドバイスもあり、PCCI 部会長を日本に招聘することとし、提
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案し、受諾された。 

 

   

写真 3-9-1 PCCI 建設部会メンバーとの打ち  写真 3-9-2 後列左より、石山会長、Renato G.  

合わせ                          Simbulan PCCI 建設部会長、同事務局の

Grace, Alyanna 前列左は、JICA フィリピン 

事務所の獅倉氏 

 

（６）参考情報 
PCCI（フィリピン商工会議所）建設部会長が経営する会社 Simbulan group 

http://simbulan.com.ph/）： 

Renato G. Simbulan 氏（会社は家具、インテリア中心のよう。舗装用のブロックを製造して、

インドネシア、ベトナムなどに輸出しており、CHB に関心。JICA 事務所によれば、大統領、

大臣にも面談できる実力者とのこと） 

 

（作成：楢府） 
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３．１０  日系デベロッパーとの打ち合わせ 

 

（１）日時：2019 年 8 月 2 日（金）14：20－15：30 
 

（２）場所：日系デベロッパーのオフィス（マカティ市） 
 

（３）参加者： 

（フィリピン側） 

日系デベロッパー副社長  

 

（日本側） 

石山祐二（HoBEA）、楢府龍雄（JICA）、前島彩子（明海大学） 

 

（４）内容 

当方の活動を伝えるとともに、日系デベロッパーの活動から日系企業が現地の建設事情で困っ

ている点や必要な情報などについて情報交換した。 

（当該日系デベロッパーの住宅について） 

・親会社は、地場の不動産デベロッパーで上位 10 社に入る Century properties と日本の商社。

社員 120 人中、日本人は１人。社員の 6 割は販売、30 人は技術職で、自前で設計を行う。モデ

ルルームは 300 万円/戸。 

・施工は、現地トップのゼネコン：MEGAWIDE が行い、現場でプレキャスト化したパネルを組立

てている。MEGAWIDE の PCa は日本のゼネコンの元社員が指導しており、品質は高いものが

得られている。塀には CHB を使う。 

・PCa を選択した理由は、スピードもあるが、施工時の品質差を減らせることを重視している。労

賃の安さはコストの上で魅力だが、人手をできるだけかけず、施工品質の差がでないようにとい

うことに意識を払っている。 

・PCa を選択することで、コストアップする部分もあるが、利益はでている。コスト算定はゼネコン

が行っている。 

（その他） 

・フィリピン日本人商工会議所 (JCCIPI)にも建設部会があり、部会長は東洋建設。 

・日系企業と現地企業の関係は、各社による。外資規制のため日系企業は４割しか出資できな

いが(土地取得を行う場合。建設、ブロック製造などはこの規制の対象外)、契約の取り決めによ

って、多様な関わりがありえる。 

（作成：前島） 
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３．１１  ビルドチェンジとの打ち合わせ  

 

（１）日時：2019 年 8 月 2 日（金）16：00－17：30 
 

（２）場所：ビルドチェンジ 会議室（マカティ市）    

Unit 304,  SEDCCO 1 Building, 120 Rada Street, Makati City 

 

（３）参加者： 

ビルドチェンジ 

Kate Landry、Country Director  Build Change 

Juan Carlos Resorepo 

 

北海道建築技術協会関係者 石山祐二、前島彩子、楢府龍雄 

 

（４）資料 

① 日本側からの説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses“Concrete 

Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020(フィリピン向けコンクリー

トブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines （フィリピン

要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the Philippines

（フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提案） 

 

② 相手方からの入手資料 

・特になし 

 

（５）内容 

・資料①、②により、これまでの活動概要、今年度の活動を説明。 

・主に、災害復興などを中心に活動展開。ドナーからの資金が得られたプロジェクトを実施する

という感じ。現在、フィリピンで実施中のプロジェクトはない。 

・主なサイト：ルソン島北部。2013-2016 はビサヤ。台風ヨランダからの復興。 

・災害復興のようはドナーの資金提供がある場合以外は、マイクロファイナンスを利用して住宅

を建設。 

・資料③の工法に強い関心。特に、3 階建てまで、RC 柱無しでいいという点。同組織は、主にコ

ンファインドメーソンリを採用（柱、梁を建設してブロックを積むといっているので、RC＋ブロック
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帳壁か。説明者は技術者ではない可能性あり）。 

・柱は、25 ㎝角だが、鉄筋が 4 本しか入っておらず、不十分と考えている。以前、コロンビアでや

った事例では、10 ㎝角の構造材を使ったことがある。 

・11 月のマニラでのセミナーに参加したい。 

 

   

写真 3-11-1 参加メンバー 

 

６．参考情報   

・フィリピン事務所には、対応した 2 名と、受付など 2 名のみで小規模。技術スタッフはいない模

様。本部からの技術スタッフが近々来訪予定。 

 

 

 

（作成：楢府） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



57 
 

３．１２  日系ブロックメーカー工場の調査 

 

（１）日時：2019 年 8 月 3 日（土）10：45－14：45 
 

（２）場所：日系ブロックメーカー工場（ブラカン州マロロス市） 

CHB 工場・新社屋建設現場（ブラカン州） 

モデルハウス Gold Ridge Estate 内（ブラカン州） 

 

（３）参加者： 

（フィリピン側） 

日系ブロックメーカー社員 2 名  

（日本側） 

石山祐二、楢府龍雄、北原英明、前島彩子 

 

（４）内容 

現地で CHB 住宅建設、CHB 製造、設計支援を行う日系企業を訪問し、日系企業がフィリピンで

CHB 住宅建設や CHB 製造する際の実情や工夫を伺った。 

（現在のオフィス） 

・ビジネスモデルとしては、本業である国内の防水工事を受注するために、工務店に対する図

面作成、動画制作等の設計支援を無料で行い（機能的なソフトを購入し、人件費の安いフィリピ

ン人技術者によっているのでペイする）、受注した際には定価で防水工事を請ける。この設計支

援は、数千社の工務店と関係があるからできることであり、フィリピンで作業することでコストを抑

えることができる。 

・フィリピンの優秀な若いスタッフの技能を、設計支援だけではなく、フィリピンでの建設活動に

展開させるために、建設に業務を広げた。（優秀な人材が業務に不足感を持ち、離職してしまう

ので、彼らに設計をやってもらうことにした）更に、現地の CHB の品質不足に疑問をもち、CHB

製造に乗り出した。 

・会社は 3 社（住宅建設・販売、建設、ブロック製造）。住宅建設・販売は外資規制の対象になる

ため（土地の売買を行うので）、本社元スタッフのフィリピン人が設立した会社と合弁している。 

30 人弱のスタッフが、日本語の図面を作成していた。部門ごとのリーダーは日本語を理解し、本

社には日本語が分かるフィリピン人スタッフがいるため、細かい調整ができる。一方で、手戻りが

でないよう、指示通りに一回で仕上げたら手当を出すなどして、スピードと品質を維持している。

リーダーではないスタッフの月給が 2.5 万円程度（１万円からスタート）。 

（CHB 工場と新社屋建設現場） 

・廃業した日本のブロックメーカーから、機械、金型など一式を譲り受けた。（種々の金型あり。割

りタイプのための機械も所有） 
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・4,5,6 インチ、基本,横筋用,コーナー用を製造している。（当日は、5 インチ 5 個取りで稼働中）

日産 1 万個、今年の 4 月から本格的に稼働で、販路が確立できていないので、今は生産調整し

ながら稼働。 

・砂と S1 という細かい粒子を配合して、強度は 1,300psiでる。砂は２回ふるったものを購入してい

るが土が混入したり、粒の大きなものが混じっている。納入時に厳しくチェックすると納入業者が

逃げるので、工場内でふるいをかけなおして調整。 

・成型機は全自動だが、作業にあたっている人は電気回路を理解しており、手動でも動かせる。

養生室への入庫のみ、ホワイトボードへの書き込みで管理している。 

・工場内で作業にあたるのは５人ほどであり、リーダーは日本の機械整備工場で働いていた方

で流暢な日本語を話す。 

・場内清掃にも気を配っている。 

・新社屋は、RC ラーメンに CHB 全充填、屋根は軽量鉄骨の上に合板と鋼板屋根、間に断熱遮

音等をはさむ仕上げ（現在のオフィスは手狭になり、家賃も上がることになったので）。 

・CHB 壁は、一般の部分と屋根裏の部分で積み方に差がある。一般部は芋目地で、日本の職

人が施工管理していたが、その人がいなくなった後の屋根裏部分は破れ目地で、目地幅も大き

い。破れ目地の方が、慣れているため、早くできてしまうからのようだ。芋目地部分も表わしの予

定だったが、プラスターして目地の溝をもうけた表現になっている。外部は防水性能のあるプラ

スター仕上げだが、現地の仕様より薄くなっている。 

（モデルハウス） 

・Gold Ridge Estate という区画化された住宅地内（ゲーティッドコミュニティ。現地ではサブディビ

ジョン開発と呼称？）に２戸あるモデル住宅を見学した。こうした高級住宅地で土地を探すような

層をターゲットにしている。最初に見た 5LDK の住宅が土地込みで 2800 万円。 

・建設戸数は年間 10 戸程度。1 戸あたりのブロック使用が 5,000 個ほどなので、ブロックの販路

開拓が必要。 

・現在の立ち上がり期のコスト増がなくなれば、宅地購入、住宅建設・販売で利益を出せる経営

環境。 

・モノはフィリピン製を使うが、管理は日本品質で施工している（トイレのみ日本製を輸入）。 

・RC ラーメン CHB 全充填壁、1 階床は土間コン、２階床は RC、屋根は軽鉄アングルのトラス屋

根。現地で一般的な仕様。 

・フィリピンの社員は 100 人。そのうち、職人は 45 人。 

・設計は入社２年目ほどの社員が担当。現状のデザインはラーメン構造が適している。 

（コストについて） 

・1300psi は 30 ペソ（材料代のみで 18 ペソ）。21 ペソでも利益はでるが、それは自社の収支構造

の特殊性（本社が設備投資等現金払いしたので銀行返済などがない、他に安定業務があるな

ど）によるところなので、業界全体のためには、30 ペソを維持するのがよいと考えている。 

・一般的にバックヤードの CHB に対して、高品質の CHB は 2 倍。JackBilt も同様の価格帯
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（800psi で 26 ペソ）。当該社の場合は、2 倍ではなく 1.3～1.5 倍でも利益はでる。 

・CHB 価格には、材料費の占める割合が高い。さらに、人件費、電気代（国営１社独占なので高

い、同社社員 1 人暮らし住宅で 1 万ペソ（現在レートで 22,000 円）/月）くらいかかる）をのせると

安くならない。 

・住宅建設全体でみると、CHB 価格差の占める割合は小さい。このこともコスト試算する際に見

える化するとよさそう。 

・一般のアーキテクト、大規模ではない建設会社で職人を直接雇用していることは稀で、施工品

質には注意が払われていない。そうした中、職人を直接雇用して、品質管理しているので、職長

を指導することで改善が見込まれる。標準より高い給与なので、そうした変化に対応できる人の

雇用につながる。 

（その他） 

・JackBilt など優良な CHB 製造業者と、組合をつくって、基準や指針をつくる方向も探ってみた

い（現在は、良質ブロックのシェアは僅かでマーケットで競合する状況にない）。 

  

写真 3-12-1 日系メーカーのオフィス 

  

写真 3-12-2 集合写真 写真 3-12-3 基本、コーナー、横筋の３タイプ

製造 
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練混ぜの手前に、砂のふるいを兼ねた計量 練り混ぜ 

  

成形の様子 許容誤差を超えたら廃棄、奥が養生室 

  

養生後 パレット上に積載 

写真 3-12-4 工場 
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新社屋外観 一般部と天井裏の施工状況に管理差あり 

  

CHB 表しの倉庫外観 表わし仕上げ近景 ここでも管理差あり 

写真 3-12-5 新社屋 

 

 

  

１棟目外観 内観 
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内観 デザインは、ラーメン構造が適している 

  

造作のアルミサッシ 刷毛塗装による木目調仕上げ 

 

 

２棟目外観（施工中） 既に購入希望者がいるとのこと 

写真 3-12-6 モデルルーム 

 

（作成：前島） 
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３．１３  NHA（National Housing Authority）との第２回打ち合わせ  
 

（１）日時：2019 年 8 月 5 日（火） 
10:00－11：00 情報交換 

11:00－11:50 敷地内の試作住宅の視察   

（２）場所：NHA（ケソン市） 

2nd Floor, HTREX Building, NHA Main Compound, Elliptical Road, 
Diliman Quezon City 

 

（３）参加者： 

NHA： Ma.(Maria) Nelia C. Ambrosio (Principal Architect),  

Eduardo S.J. Herrera (Office-in-Charge, Housing Technology and Technical  

Research Department (HTTRD), Housing Support Service Group) 

Lady Fatima S. Cruz (Senior Architect) 

Abigail Ann A. Cadores (HTTRD)   

北海道建築技術協会：石山祐二、前島彩子、北原英明、楢府龍雄 

 

（４）資料 

① 日本側からの提供・説明資料 

・特になし 

 

② 相手方からの入手資料 

・NHA Standard Housing Models Training Manual first edition 2017  

・AITECH(NHA が事務局を務める新技術の認証制度)の申請書の様式一式 

・ITECH の認証証書の例 

・打ち合わせ参加者リスト 

 

（５）内容 

 日本への招聘：Abigail Ann A. Cadores に決定。以降は、彼女と直接やり取りする。

（aacadores@gmail.com）。日程的には、現時点で制約はない。（11 月 1，2 日が含まれても

可） 

 AITECH: 11の機関の審査による住宅に関する認証制度。（上記のTraining Mannual に認

証のフローが記載されている） 

・住宅を建設しようとするデベロッパーが申請（単なる申請は認めない。実際に建設される

技術の認証制度。）認証を受けると、Bureau of Investment による incentive （税の減免など）

を受けられる。認証は 1 年と 3 年がある。期限が来たら延長申請をする。 
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・認証の手数料は、5 階建て以下の建物であれば 20,000 ペソ（44,000 円程度） 

・3 年の認証の場合、20 ユニットの建設実績が必要（建設、居住により問題点が把握でき、

改善につながる） 

・認証のタイプとして、１）材料、2）建設システムがある。今回のブロック造技術の場合には、

建設システムで取ればよい。（その場合、材料としての認証は取る必要はない） 

・ある会社の認証を他の会社が使うことも可。その場合、協定を結び、使用料を支払うこと

が普通。中国企業は、同じ技術を、別の会社名でいろいろやったりしている。 

・認証申請の技術的資料（実験結果）が外国でのものの場合、当該国のフィリピン大使館

の保証が必要（これまで中国企業の申請が中国語だったことがある） 

・上記の Training Manual は、NHA 職員向けのトレーニング。（そこに認証の説明がある理

由の説明を受けるが理解できず）民間技術者などは、経費を支払えばトレーニングを受け

られる。 

・認証制度は、1991 年創設。認証件数は約 80 件。内容は、屋根葺き材、軽量鉄骨フレー

ムに各種のボードを張り付ける工法、浄化槽など。NHA の敷地内の試作住宅は、認証を

受けるための試作住宅が多い。建設プロセス、実物を関係者が見ることにより審査を進め

る。今回の提案も申請されれば、建設場所の提供を考えられる。現在、ほぼ満杯であり、

現在の試作住宅の建設場所は、新たな省（住宅関係の 2 委員会が合併して、住宅ヒュー

マンセトルメント省となり、そのオフィス。NHA は、その省の傘下の機関となる） 

 試作住宅の視察：前島、北原が未見学でもあり、NHA 構内の 10 棟ほどの試作住宅を視察。

軽量鉄骨が多い。韓国の４戸１棟、コンテナの転用（災害時の応急住宅など。台風ヨランダ

の際には、島で資材がなく、大変、困ったため開発。）など多種多様。 

  

（６）参考情報 

＊NHA: National Housing Authority 

http://www.nha.gov.ph/ 

                    

写真 3-13-1 集合写真                              （作成：楢府） 
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３．１４  フィリピン財閥系ゼネコン EEI 社との打ち合わせ 
 

（１）日時：2019 年 8 月 5 日（月）13：30－14：20 
 

（２）場所：EEI 社オフィス（ケソン市） 
 

（３）参加者： 

（フィリピン側） 

EEI 社：Mac P. Garcia (vice president, business development) 

Amiel S. Crisologo (vice president, Trading) 

Andrew C. Malacad (Group manager) 

他アーキテクトの方１名 

 

（日本側） 

石山祐二、楢府龍雄、北原英明、前島彩子 

 

（４）資料 

① 日本側からの提供・説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses  “Concrete 

Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 2019/2020 (フィリピン向けコンクリ

ートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines （フィリピン

要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the Philippines

（フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提案） 

 

② 相手方からの入手資料 

・特になし 

 

（５）内容 

現地の財閥系ゼネコンで、日本企業との連携を積極的に行っている企業を訪問し、10 月の技術

視察ツアーのスケジュール調整と情報交換を行った。 

（技術視察ツアーについて） 

・昨年度のセミナーに EEI 社から数名参加されていた上、Amiel 氏は 8/2 の PCCI のセミナーに

も参加されている。こちらの活動について関心が高く、複数の機会で情報共有できているが、今

年度の活動について詳細に伝えた。 
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・候補日の内、10/27-11/3 ではなく10/17-24 を希望。期間中、一部のみの参加も可能かとの問い

合わせがあったので、可能と答えた。インビテーションレターは不要。VISA の問題もない。 

 

（その他） 

・ボホールでは中国製のモバイル型の成形マシンを使っているが、製造能力は不明。 

・マレーシア企業と ALC パネルの利用について検討を始めた。 

・レオパレス 21、昭和住宅（？）、といった日本の住宅デベロッパーとの提携も進めているとのこ

と。 

 

（作成：前島） 
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３．１５  フィリピン大手 CHB メーカーALLIED 社訪問 
 

（１）日時：2019 年 8 月 6 日（火）9：00－12：30 
 

（２）場所：ALLIED 社 オフィス、CHB 工場（カランバ市） 
強度試験機関 ASTEC（カランバ市） 

住宅建設現場（カランバ市） 

家族経営の CHB 工場（カランバ市） 

 

（３）参加者： 

（フィリピン側） 

ALLIED 社：Jonathan S. Cornel (president)氏 

June M. Legaspi (laboratory 部門) 

 

（日本側） 

石山祐二（HoBEA）、楢府龍雄（JICA）、北原英明（タイガーマシン）、前島彩子（明海大

学） 

 

（４）資料： 

① 日本側からの提供・説明資料 

ア Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines （フィリピン

要人の日本招聘の概要） 

イ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the Philippines

（フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提案） 

 

② 相手方からの入手資料 

ア Philippine National Standard (PNS 16:1984) ・・・CHB   

イ Philippine National Standard (PNS 07:2005) ・・・ポルトランドセメント 

ウ Philippine National Standard (PNS 49:2019) ・・・鉄筋 

エ DPWH Standard 704.3 Cocrete Masonry Block（写真２） 

 

（５）議事概要 

（今年度の活動紹介と情報交換） 

・Jonathan 氏は昨年度の DPWH のセミナーに参加された。DPWH からの発表がなかったことを

残念がっていた。 

・Allied 社の製品は、ASTM に準じているが、外形寸法は Philippine National Standard(PNS)に
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準じている。PNS には詳細がない。特に Non-Loadbearing に関する情報が少ない。 

・改善工法について説明したところ、PNS では 0.15m 厚ではなく 0.14m と規定されている（実際

に流通しているもの 0.15m が多い）との指摘があり、資料③が示された。PNS の更新も検討対象

に加え、改善工法は、PNS とリンクして提示していくのがよさそうである。強度は（400, 700, 

1,000psi）が主流だが、これも PNS の値が参照されているようだ。 

・DPWH のスタンダードにおいても、700 章 Material detail, 704 項 Masonry, 704.3 節 Concrete 

Masonry block（写真２）が扱われていた。 

・これまで、多くの人から、CHB 基準がないと聞いていたが、PNS1984 年版が存在することが確

認できたのは貴重だった。マーケットでは、強度や基準はクライアントの要望・提示されたものに

応じて決定されるため、PNS が存在していても使われていない状態があるようだ。 

・Jonathan 氏は非常に協力的であることから、日本の技術ツアーについて紹介したところ、関心

を持たれたので、招待することを約束し、日程が決まり次第連絡する旨を伝えた。VISA の問題

もない。 

 

（CHB 工場） 

・パレットは凹凸が目立ち、成形されたものも傾きがあるため、まっすぐ積み上げることができな

い。 

・要求品質に応じて、複数の成形マシンを使い分けている。中国製の成型マシンは、シンガポ

ールの企業が持ち込んだもので、形状のデザインも彼らによるもの。材料、労働、場所などは

Allied 社が提供している。 

・6 インチ CHB の価格は、31.5 ペソ（1,000psi）、26.1 ペソ（400psi）。 

・花ブロック製品もある。機械ではなく手作業製造になる。 

 

（住宅建設現場） 

・工場近辺の中所得層向け住宅団地の建設現場を 2 か所、見学した。 

・１か所目は、前回の視察団も見学した、工場に隣接する２階建て長屋の団地。土地代込みで

1,900,000 ペソ（約 400 万円）。土地 74 ㎡、床面積 72 ㎡。RC ラーメンに CHB 全充填の壁、屋

根は軽量鉄骨梁の上に鋼板（ガルバナイズドアイロン GI）。2 階スラブには、Z-joist と呼ばれるプ

レキャスト部材が使われていた。これは、JackBilt が部材とシステムの技術をもっているものだが、

Allied 社も部材製造している。 

・２か所目は、工場から車で３分ほどの場所の、戸建の団地。外観デザインは１か所目と同じ。こ

ちらでは、施工状況が確認できたが、モルタル及びコンクリートは手動ミキサーで行われている。

材料はバケツや土のう袋で計量されている様であるが、管理されているとはいえない状態で行

われていた。練り上がりも、シャブシャブの状態に見えた。RC の柱梁は、寸法は大き目に取られ

ているが、鉄筋が露出していたり、コンクリートの品質は不十分な面があると考えられる。 

・RC ラーメンに CHB 壁以外に、鋼製型枠を用いた壁式と思われる RC 造、PCa パネル造（目視
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では確認できず）など複数の建設システムが試されているとのこと。 

 

（ASTEC） 

・Allied 社に隣接し、Jonathan 氏が president の強度試験機関を見学した。 

・見学時は大型パイプの試験を行おうとしていた。 

・CHB に関しては、基本的には圧縮試験を行うが、クライアントの要望によって吸水試験を行う

場合もあるとのこと。 

 

（家族経営の CHB 工場） 

・Allied社と同じ通りに立地する、家族経営の CHB 工場を見学した。手動の成型機を２台使用し、

４インチと５インチのみ製造している。 

・４インチは 10 ペソ。40kg セメントに対して 180 個製造。 

・５インチは 11 ペソ。40kg セメントに対して 120 個製造。 

・Jonathan 氏によると、セメント量は 2%程度ではないかとのこと。Allied 社は 5%。 

 

 
写真 3-15-1 オフィスでの打合せ 

右から、June 氏、Jonathan 氏 
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写真 3-15-2 DPWH のスタンダード（p.387） 

 

 

写真 3-15-3 オフィスに展示されていた部材 
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集合写真 長さで約 5mm の誤差あり 

  

注文主が持ち込みした成形マシン 棚に陳列するまでが機械化されたマシン 

  

屋外での養生状況 ストック状況 

写真 3-15-4 Allied 社 CHB 工場 
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住宅地の様子 ２階内観 

  

２階床に使われている PCa（Z-joist） 妻壁立上りと屋根の様子 

  

増築状況 

写真 3-15-5 住宅建設現場１ 
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梁型枠の施工 妻壁の立ち上がり部分の強度確保、施工性は
検討が必要だろう 

  

手動ミキサーによるコンクリート練り 
土のう袋やバケツの数で計量している模様 

シャブシャブのコンクリート 

  

CHB 積みの施工状況 RC 梁：鉄筋が露出し、配管が貫通 

  
鋼製型枠による RC 造（壁式か？） 

写真 3-15-6 住宅建設現場２ 
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ASTEC 外観 

  

試験機 

  

各種証明書類等 

写真 3-15-6 強度試験機関 ASTEC 
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ストック状況 ５インチ CHB 

 

 

昼休み中で稼働していなかったが、電動の手動成形マシンが２台 

写真 3-15-7 家族経営の CHB 工場 

 

（作成：前島） 
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３．１６  ハビタットフォーヒュマニティ（国際 NGO）との打ち合わせ  

 

（１）日時：2019 年 8 月 7 日（水）10：30－11：15 
 

（２）場所：ハビタットフォーヒュマニティ フィリピン 会議室（マカティ市）    

５th floor, 111 Paseo de Raxas Condominium Building, Tower 2,  

Paseo de Roxas corner Legaspi St., Makati City 

 

（３）参加者： 

ハビタットフォーヒュマニティ フィリピン 

Design and Innovation Manager Ar. Rodelon Ramos 

 

  北海道建築技術協会関係者 楢府龍雄 

 

（４）資料 

① 日本側からの説明資料 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses“Concrete 

Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィリピン向けコンクリ

ートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines  

（フィリピン要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for thePhilippines

（フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提案） 

 

② 相手方からの入手資料 

・Terwillinger Centere for Innovation in Shelter（ハビタットフォーヒュマニティ フィリピン発行

のパンフレット） 

・Bahay, Buhay（ハビタットフォーヒュマニティ フィリピン発行のパンフレット） 

・先週のフォーラムでの入手：Blue print Special issue 2019 年 7 月（同フォーラムの開催挨

拶、次第などを記載） 

 

（５）内容 

・資料①、②により、これまでの活動概要、今年度の活動を説明。 

・同組織は、マニラ、ダバオ、セブなどフィリピン各地で良質なシェルターを供給。コミュニティ単

位で活動し、100-200 戸を建設。住民をトレーニングし、自力建設を行う。それが生計向上、所

得機会獲得につながるので、トレーニングが重要な活動。 



77 
 

・資料③の工法に強い関心。特に、3 階建てまで、RC 柱無しでいい、仕上げなしなど。安全でロ

ーコストのシェルター作りが同組織の主要な関心。 

・11 月のマニラでのセミナーの案内がほしい。各地で活動しているユニットの技術担当も集めて

参加するようにしたい。 

・同組織のプロジェクトを視察したいとの申し出に、マニラ周辺には進行中のプロジェクトは無い

が、完了プロジェクトは多くあるので、是非、見てもらい、評価、コメントしてほしいとのこと。 

 

（６）参考情報 

・8/2 午後にアポを取ったが、豪雨によりハビタットフォーヒュマニティでは職員の早期退庁となり、

キャンセルとなった経緯あり。そのため、フィリピン代表者である LiliD. Fuentes 女史とは面談で

きなかった。（同女史とは、ニューワールドホテルで開催されていたハビタットフォーヒュマニティ

のイベント会場で挨拶、その際にアポ取り）WS 開催中とのことで、手短に実施。（アポなし） 

・同組織は、世界各地に支所を有して、活発なシェルター供給を行っている組織。7/29-31 にニ

ューワールドホテル大宴会場で、300 人規模のフィーラムを開催。（別添 Blue print Special 

issue 参照） 

・同ビルには、アジアパシフィック支部（3 階、職員約 30 名）、フィリピン支部（5 階、職員約 40 名）

が存在。それ以外にフィリピン各地にプロジェクトユニットが存在。 

 

（作成：楢府） 
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３．１７  公共事業道路省設計局（DPWH）幹部との打ち合わせ  

 

（１）日時：2019 年 8 月 7 日（水）13：00－14：00 

 

（２）場所：公共事業道路省本部 4 階設計局会議室（マニラ市）    

DPWH Central Office, Bonifacio Drive, Port Area, 1018 Manila 

 

（３）参加者： 

フィリピン公共事業道路省（DPWH Department of Public Works and Highways） 

建築課長 Jessa Marie S. Crie  

同技師 Darren Apolinar  

 

北海道建築技術協会関係者 石山、楢府 

 

（４）資料 

① 日本側からの説明資料 

・Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines （フィリピン要人

の日本招聘の概要） 

 

② 相手方からの入手資料 

・特になし 

 

（５）内容 

＊招聘関係 

・建築課長 Jessa Marie S. Crie は、2019 年 1 月の打ち合わせなどに参加しているが、前回 7/31

不参加だったので、日本への招聘について概略説明。 

・DPWH は建築技術の中心的機関で、構造基準、仕様書などを作成し、公共建物を設計、建設

している重要機関なので多くの参加者を認めてほしいとの再度の要望。予算の制約で各機関 1

名としている、自費での追加参加は歓迎する、ASEP、ブロックメーカーは自費での参加を表明

している旨を説明。できれば自分も行きたいが、DPWH から自費参加は困難なので、建築課技

師 Darren Apolinar が参加する。 

・招聘状の案についてのコメント（宛先名など）をメールで送るので、修正して送ってほしい。オリ

ジナルは不要で PDF でよい。フライトチケットは、代理店から E チケットの写しを送ってもらい、

自分でプリントアウトする。 

・日程は、おそらく 10/17（木）-24（木）になる。確定次第、メールで連絡する。 
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＊構造基準などの制度 

・アライドで入手した PNS（PNS Philippine National Standard）に、コンクリートブロック（(PNS 

16:1984)があることを説明。二人は知らなかった。NSCP、公共事業省標準仕様書などでも、ACI、

ASTM が引用されており、ほとんど使われていないとのこと。NSCP、仕様書などは、Bureau of 

Research and Standard の所管。 

・公共議事業省第 2 巻 道路・橋梁・空港の 704 節に Masonry Unit があり、コンクリートブロック

について若干の記述があることを説明。二人は知らなかった。2013 年の最新版の該当部分を送

ってもらうこととした。 

・NHA に、AITECH という認証制度があり、構内にそのための試作住宅が多数建っていることを

説明。それと構造基準との関係を尋ねるが、AITECH 自体を知らなかった。 

・筆者コメント 

それぞれの部局が独立的に業務を行っており、他機関、他局の業務についての知識は乏しい

と思われる。今後、実際に制度に載せて普及を図るには、複数部局をしっかり巻き込む、関係部

局全体を統括するハイレベルを巻き込むことが重要と思われる。 

・今回の招聘において、種々の機関からの参加者による議論の機会を設けることとしており、相

互の調整、連携の契機となることが期待される。 

 

（６）参考情報   

・特になし 

（作成：楢府） 
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３．１８  フィリピン大手 Smart Masonry 社工場視察 

 
（１）日時：2019 年 8 月 8 日（木）10:00－11:30 
                   
（２）場所：Smart Masonry 

888 Industrial Megacity, Highway 2000 Phase 2, Barangay Sta. Ana, Taytay, 

Rizal 1920  

 
（３）参加者：Smart Masonry 社 

Chairman & CEO Danilo M. Relucio 

北海道建築技術協会：石山祐二、楢府龍雄 

 

（４）資料 

① 日本側からの提供・説明資料 

・特になし 

(7/31 東栄ソリューションとの打ち合わせ時に、下記の資料の説明済 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses“Concrete 

Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィリピン向けコンク

リートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines （フィリピ

ン要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the 

Philippines （フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提

案） 

 
② 相手方からの入手資料 

7/31 に下記を受領 

・Smart Masonry （全充填型ブロック造の説明パンフレット A4 裏表） 

・U-Stucco（新たなスタッコ風壁仕上げ材の説明パンフレット A4 版 4 面） 

 

（５）内容 

 目地モルタル無しの CHB を生産。5 つの会社で種々の業務をやっているとのことだが、

CHB が主で、U-Stucco も CHB に対する有効な仕上げ材として、輸入して使っているとい

う感じ。（開発はトルコ、現在の輸入元はアメリカ） 

 4 個取り2 機、いずれも韓国製。金型の精度のせいか、成型時の余った材料のカスがかなり

発生。それを職員が取り除くための掃除を実施。圧縮棒の清掃も。そのカスのせいか、カス

の取り除き装置がないせいか、製品にカスやバリが多い。成型後に白色の斑点が少し見ら
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れる。より精度の高い日本製の機械の購入を希望。10月の招聘時にタイガーマシンに相談

したい。半自動のモバイル 24 セット程度の購入を希望。（本社にあり 4 個取り程度を想定） 

 CHB の厚さ：140 ㎜。U-Stucco が内外 5 ㎜ずつで壁厚 150 ㎜となる。 

 強度のデモンストレーション（ハンマーによる打撃）、耐火性のデモンストレーション（バーナ

ーによる燃焼。炎により赤い小さな炎ができ、成分の一部が燃焼か？その後の状態は若干

の黒ずみ程度で焼損はほとんどない）。 

 強度は、700、1000、1500 で、発注者からの注文により調合を変える。 

 NHA の認証の効果など：デベロッパーは金融機関から、認証の有無を聞かれる。実質的

に認証がないとデベロッパーは住宅供給ができない。認証を受けていても、建築許可の際

の審査は行われ、両者に制度的なつながりはない。 

 同社の製品の 70%くらいは社会住宅向けのローコスト住宅で、在来のブロック造とコスト的

に同等。熟練職人でなくても効率的に積め、工期が短いことがメリット。 

 圧縮強度試験は、現在、第三社機関に依頼。将来は、自社でもやれるようにしようと考えて

いる。近々、ベイルートとトルコへ出かける。ベイルートは、大規模な建設が見込まれるシリ

ア復興へ参画するための足掛かりつくり、トルコは U-Stucco の開発者との付き合い。 

 日本の視察に参加する。 

   

目地無し、全充填の組み立てのモックアップ  4 個取りでの成型プロセス。カスが多い 

   

バリが多い状況。                   製品の管理の書き込み。1k（1000psi）である 
ことを示している。 
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ブロック積の傾きを補正するためのプラス    工場見学関係者集合写真 

チック製のウェッジ 

写真 3-18-1 smartmasonry 社工場 

 

  

（６）参考情報 

スマートメーソンリーグループ https://smartmasonry.com.ph/  

 

（作成：楢府） 
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３．１９  フィリピン大手 Jackbuilt 社工場視察 

 
（１）日時：2019 年 8 月 9 日（金）10:00－12:00 

                   
（２）場所：Jackbuilt Industry 

Alasas Road, Brgy. San Isidro Bacolor, Pampanga 

 
（３）参加者： 

Jackbuilt Industry   
President Francisco G. Balagtas  

ASEP President  Ronaldo S. Ison  

  

北海道建築技術協会：石山祐二、楢府龍雄 

 

（４）資料 

① 日本側からの提供・説明資料 

・特になし 

(8/1 ASEP との打ち合わせ時に、同席されたFrancisco下記の資料の説明済。また、8/2PCCI

意見交換会にも参加されており、当方のプロジェクト、活動概要は理解済み 

ア Outline of project for Dissemination Technologies on Buildings and Houses “Concrete 

Block Technology for the Philippines” in fiscal year of 209/2020 (フィリピン向けコンクリ

ートブロック造プロジェクト 2019 年度活動概要) 

イ Outline of Technical Visit to Japan by Leading Persons from the Philippines （フィリピン

要人の日本招聘の概要） 

ウ Proposal New Reinforced Concrete Hollow Block (CHB) Construction for the Philippines 

（フィリピン向け補強コンクリートブロック造についいての新たな工法の提案） 

 

② 相手方からの入手資料 

同社のパンフレット 

・Modular construction（鉛直部材なしの CHB 構造の建設システムのパンフレット。NHA の

AITECH を取得し、かなりの数の NHA 住宅を建設 A4 版 4 面） 

・Ribbed Slab（長尺のスラブ用プレキャストコンクリート版（プレストレス）のパンフレット A4 版

面） 

・T-joist slab system（長尺のスラブ用プレキャストコンクリート製の小梁のパンフレット（小梁の

間に鋼板製の型枠を渡してコンクリートを打設するシステム） A4 版 4 面）   

・Hollow core slab（円筒形のボイドのある長尺のスラブ材の説明パンフレット A4 版 4 面） 
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（５）内容 

 CHB 技術をアメリカが、クラーク基地建設の際に 1948 年にフィリピンに導入。その際クラッ

クが発生するなどうまくいかなかったのに対して、スペイン人の００さんが支援。その業務を

引き継いだ娘さんを、現ジャックビルト社のオーナーが支援し、その後に現在に至った。

1980-90 年に企業として成長。 

 生産量的にはブロックの割合が高いが、売り上げでは半分くらい（ブロックは利益が出にく

い）他に、パンフレットのような、スラブ、ジョイストを製造。 

 ブロック製造機械は、アメリカ Besser 社製。5 個取りの機械を 2 台稼働。1 台は約 30 年前、

もう 1 台は約 10 年前に購入。マニラ以外で、ダバオにプラントがある。 

 クライアントからの注文に応じて、異なる強度の製品を納入。注文には、500psi というのもあ

るが、普通につくると自然と 700psi 程度となってしまう。 

 プレストレストの PC スラブ板の製造マシンは、スェーデン製。 

 CHB 造で、上記パンフレットの Ribbed Slab は、NHA の AITECH 認証を得ている。この方

式で NHA の住宅や校舎を多数建設している。 

 製品の精度、ゴミなどの状況はかなり良い（スマートメーソンリー社、アライド社に比較し

て）。 

 AITECH は、政府系の建物を作る際には不可欠。建築許可とは連携しておらず、その関係

での効果はない。（イソン氏より：建築許可の際、技術的な内容はほんんどチェックされない

が、ケソン市は最近、チェックをするようになっている）デベロッパーの業務を受ける際、

AITECH の有無を聞かれることがあり、あればスムースという面はある。 

 イソン氏より。製品規格を所管している貿易・産業省（Department of Trade and Industry）製

品・規格局（Bureau of Product and Standards）が、CHB の規格（1984 年）の見直しを行って

おり、委員となっている。貿易・産業省は重要機関なので、面談しておいた方がよい。 

 

     

写真 3-19-1 ジャックビルト社事務所から、  写真 3-19-2 ベッサー社製の製造マシン 

ストックヤード越しに製造プラント屋根を見る 
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写真 3-19-3 骨材ストック装置        写真 3-19-4 成型直後の CHB。整形でガラも少なめ 

  

    

写真 3-19-5 整形プロセスのプレート。掃除は    写真 3-19-6 自社の強度試験機 

不十分       

 

  

写真 3-19-7 養生後のブロック。整形性はよい  写真 3-19-8 各種のブロック 
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写真 3-19-9 養生室。1 日、養生を行う    写真 3-19-10 同社の CHB 以外の製品 

 

 

写真 3-19-11 長尺床材の製造プラント 

 

 

（６）参考情報 

・特になし  

 

 

（作成：楢府） 
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３．２０  シャンライズマンション視察 

 

（１）日時：2019 年 8 月 10 日（土）15:30－16:30 
                   

（２）場所：Shang Rise マンション 

Brgy San Antonio village, Malugay St., Makati city 

マカティ消防署の裏側 

 

（３）参加者： 

北海道建築技術協会：石山祐二、楢府龍雄 

 

（４）資料 

① 日本側からの提供・説明資料 

・特になし 

 

② 相手方からの入手資料 

・同コンドミアムの販促用パンフレット 

 

（５）内容 

 JICA 事務所獅倉氏から、ブロック面を露出してデザインしている高級マンションがあるとの

情報から、訪問、見学した。 

 40 階ほどの大規模開発。高所得者層向けと想定していたが、大部分は 25-35m2 の小規模

で、平米当たりの単価は、20-23 万ペソ（45-50 万円）、30m2 で 1400 万円程度と、それほど

でもない。これだけの戸数を売るためにはボリュームゾーンを狙うことが必要ということか。な

お、最大は 100m2 のものはあるが、数が少なく、既に完売とのこと。 

 内部の廊下にブロック面を露出した個所あり。全体にレトロ趣味や、素材を現すデザインな

どがみられる。 

 工事中の個所から、間仕切り材などに CHB が使われていることを確認。 

 なお、フィリピンでは法令で、外国人、外資系企業（出資率 40%以上）は、土地取得ができ

ないとのことだが、それはデベロッパーから購入の話で、案内嬢の説明では、間に一人か

ませて、彼から買う形をとれば購入できるとのこと、購入を勧められた。 

 Shang は、シャングリラホテルグループで、そこから名称を取っているとのこと。 
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写真 3-20-1 シャンライズマンション外観。    写真 3-20-2 シャンライズの外観 

右側のレンガ色建物はマカティ消防署 

    
写真 3-20-3 間取り図。１K            写真 3-20-4 トイレとシャワーブース。 

バスタブ付はないとのこと 

 

    
写真 3-20-5 レトロなデザインの共用トイレ    写真 3-20-6 同左 
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写真 3-20-7 共用の廊下。ブロック面を露出   写真 3-20-8 同左の詳細 

     

    
  写真 3-20-9 共用部のエレベーターホール   写真 3-20-10 地上階の工事現場。非構造壁に

ブロックを多用。 

 

 

（６）参考情報 

・特になし  

 

 

（作成：楢府） 

 

 

 

 


